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上
越
西
線

予
定
線
に
編
入

さ
ら
に
調
査
線
、
建
設
線
へ

去
る
三
月
二
十
八
日
、
長
い
聞
懸
案
だ
っ
た
上
越
西
線
の
予
定
線
編

入
が
鉄
道
建
設
審
議
会
に
お
い
て
決
定
し
、
又
四
月
二
十
三
日
の
道

路
審
議
会
に
お
い
て
は
県
道
直
江
津
－
十
日
町
ー
六
日
町
線
及
び
県

道
柏
崎
ー
十
日
町
ー
会
津
若
松
線
が
そ
れ
ぐ
二
級
国
道
に
昇
格
す

る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
定
と
な
り
、
十
日
町
市
の
交
通
不
便
打
開
に
明
る

い
見
通
し
が
つ
き
ま
し
た
。

　
上
越
西
線

　上

越
西
線
の
敷
設
促
進
に
関
す
る

請
願
は
、
昭
和
八
年
以
来
二
十
余
回

に
わ
た
っ
て
当
時
の
貴
族
院
、
及
び

衆
議
院
に
そ
れ
ぐ
請
願
し
採
択
を

受
け
、
そ
の
必
要
性
は
認
め
ら
れ
て

お
り
ま
レ
た
が
、
戦
後
に
な
っ
て
北

線
（
直
江
津
ー
松
代
ー
十
日
町
ー
六

日
町
）
及
び
南
線
（
直
江
津
i
松
之

山
ー
田
沢
ー
湯
沢
）
が
そ
の
通
過
地

点
を
回
っ
て
果
て
し
な
い
争
い
を
繰

醜：際＋日田卜六丘川線．　徽国道（昇格）略図
伯崎一十日町～少出町一会津若松線

山
　
　
　
形

日

L
↓．番

返
し
て
お
っ
た
の
で
、
今
ま
で
予
定

線
に
す
ら
編
入
出
来
な
か
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
が
、
本
年
に
入
り
二
月
十

二
日
、
田
中
彰
治
代
議
士
が
関
係
町

村
長
及
び
関
係
議
会
議
長
を
東
京
の

事
務
所
に
招
集
し
、
本
線
の
決
定
に

つ
い
て
は
す
べ
て
国
鉄
技
術
陣
に
一

任
す
る
誓
約
書
に
調
印
し
、
抜
け
が

け
の
一
切
の
運
動
は
自
粛
す
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
後
地
元
選
出
代
議
士

及
び
塚
田
県
知
事
等
の
熱
心
な
努
力
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新発田

新潟

に
よ
り
、
三
月
二
十
八
日
の
鉄
道
建

設
審
議
会
に
お
い
て
予
定
線
に
編
入

蓋
↑
隔
も
の
で
今
後
鶴
係
者
の

＝
丸
と
し
た
努
力
に
よ
り
調
査
線
更

皿
に
、
建
設
線
へ
の
早
期
決
定
が
期
待

㎜
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
本
線
の
完
成

｝
は
、
鉄
道
及
び
国
道
の
な
い
陸
の
孤

皿一
島
と
言
わ
れ
た
東
頸
城
郡
に
と
っ
て

　
　
　
　
　
　
5
“
“
“
“
亀
『
．
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』
量
“

画
期
的
意
義
を
も
つ
だ
け
で
な
く
、

輸
送
力
が
ビ
ー
ク
に
来
た
現
在
、
上

信
越
線
の
輸
送
復
線
と
し
て
叉
、
北

陸
、
上
越
一
帯
の
東
京
を
結
ぶ
最
短

線
と
し
て
の
重
要
性
も
更
に
大
き
く

な
っ
て
来
て
お
り
ま
す
。

　
　
二
級
国
道
昇
格

　
①
直
江
津
－
十
日
町
－

　
　
六
日
町

”。

本
路
線
の
二
級
国
道
昇
格
に
つ
い

　［
て
は
、
村
山
市
長
が
昭
和
三
十
四
年

　［
九
月
沿
線
市
町
村
長
を
十
日
町
而
役

｝
所
に
集
め
期
成
同
盟
会
の
発
会
式
を

π
・
聚
田
霧
治
議
士
牢

一
心
に
運
動
を
進
め
て
来
た
も
の
で
、

一皿
重
要
港
に
指
定
さ
れ
た
直
江
津
港
と

㎝
東
京
を
直
結
す
る
最
短
路
線
と
し
て

ハ｝
脚
光
を
あ
び
て
来
た
も
の
で
あ
り
ま
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五
月
か
ら
実
施

　
　
　
　
　
　
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
と
療

　
　
　
u
養
費
支
給

　
国
民
健
康
保
険
で
今
度
マ
ッ
サ
ー

ジ
の
施
術
を
療
養
費
と
し
て
支
給
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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自
主
納
税
を
推
進

　
　
　
　
　
六
月
か
ら
訪
問
徴
収
を

　
　
　
　
　
や
め
る

　
市
に
お
き
ま
し
て
は
現
在
ま
で
滞

納
さ
れ
て
い
る
万
に
対
し
て
は
税
務

職
員
が
直
接
訪
問
し
催
促
を
兼
ね
徴

収
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
多
く
の

人
員
と
多
一
額
の
経
費
と
を
要
す
る
こ

の
訪
問
徴
収
は
誠
に
む
だ
な
こ
と
で

あ
っ
て
か
つ
多
額
の
経
費
を
必
要
と

・
す
る
こ
と
か
ら
し
て
昭
和
三
十
七
年

六
月
一
日
か
ら
冗
費
節
減
の
た
め
こ

れ
を
廃
止
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た

　その

か
わ
り
納
税
者
各
位
に
お
か

れ
ま
し
て
は
市
税
こ
そ
十
日
町
市
の

発
展
並
び
に
建
設
の
原
動
力
で
あ
る

こ
と
に
思
い
を
致
さ
れ
ま
し
て
期
間

内
に
市
役
所
会
計
課
又
は
出
張
所
の

窓
口
に
直
接
納
税
さ
れ
る
「
自
主
納

一
す
．

　
東
京
と
新
潟
港
を
結
ぶ
一
級
国
道

十
七
号
線
の
改
良
舗
装
が
近
く
完
成

い
た
し
ま
す
の
で
、
特
に
十
日
町
ー

六
日
町
間
の
道
路
改
良
舗
装
は
急
が

一
れ
て
お
り
ま
す
。
な
お
延
長
千
麿
を

ハ
㎜
予
想
さ
れ
る
八
箇
墜
道
に
つ
い
て
は

　
一
昨
年
航
空
測
量
を
終
え
、
本
年
県

羅
い
て
馨
馨
予
算
化
し
・
具

　
但
し
次
の
こ
と
が
基
準
に
な
り
ま

す
の
で
御
留
意
下
さ
い
。

◇
施
術
は
す
ぺ
て
保
険
医
の
同
意
が

．
必
要
で
あ
り
次
の
疾
病
に
限
ら
れ
ま

す
。
①
運
動
神
経
等
の
障
害
に
よ
る
筋
麻
・

痺
（
例
小
児
麻
痺
、
顔
面
神
経
麻
痺
、

脳
出
血
、
脳
軟
化
等
に
よ
る
半
身
、

全
身
不
随
等
）

②
筋
の
疾
患
に
よ
る
筋
麻
痺
、
萎
縮

等
。
㊥
外
科
領
域
に
お
け
る
後
療
法
（
例

外
科
手
術
後
の
運
動
機
態
障
害
者

等
）④

筋
、
腱
の
癒
着
異
状
に
よ
り
く
る

雇
に
よ
っ
て
完
納
下
さ
奎
を

一切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
承

知
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
税
金
を
忘

吾
、
楽
に
し
か
も
確
実
に
納
税
さ

［
れ
る
方
法
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
は

｝一
魏
組
合
に
加
入
さ
れ
る
こ
と
で
ご

『
ざ
い
ま
す
。
加
入
さ
れ
て
お
ら
な
い

［
方
は
習
と
い
わ
す
寓
の
組
倉

一
加
入
さ
れ
ま
し
て
昭
和
三
十
七
年
度

㎜
こ
そ
は
一
人
も
滞
納
者
の
な
い
十
日

一
町
市
の
実
現
の
た
め
に
納
税
者
各
位

｝
の
絶
大
な
る
ご
努
力
と
協
力
と
を
訪

｝
間
徴
収
の
廃
止
に
あ
た
り
お
題
い
申

．
し
上
げ
ま
す
。

体
的
測
量
に
入
る
予
定
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
②
柏
崎
－
十
日
町
－
会

　
　
津
若
松
線

　
本
路
線
は
昭
和
三
十
五
年
五
月
二

級
国
道
編
入
期
成
同
盟
会
が
結
成
さ

れ
、
以
来
田
中
角
栄
代
議
士
を
中
心

愛
籍
が
続
け
ら
れ
莚
も

一｛
の
で
柏
崎
港
よ
り
高
柳
を
通
り
川
西
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識
農
叢
鐘
獲
例
麗
塞
、

…
に
起
因
す
る
関
簡
拘
縮
リ
ウ
マ
チ
性

蚕
の
運
農
憲
癌
等
）

｝
な
お
往
診
に
つ
い
て
は
通
院
可
能
の

コ

締
鋤
灘
叫
籍
権

．
◇
療
養
費
の
支
給
方
法
は
次
の
通
り

町
を
経
て
現
在
建
設
中
の
栄
橋
を
渡

り
中
条
山
地
を
経
て
会
津
若
松
に
い

た
る
路
線
で
、
栄
橋
の
着
工
と
奥
．
只

見
一
帯
の
開
発
と
に
よ
っ
て
そ
の
重

要
性
が
認
め
ら
れ
今
回
昇
格
が
決
定

し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
な
お
本
路

線
は
二
級
国
道
昇
格
に
よ
り
木
橋
の

永
久
橋
化
に
、
栄
橋
の
建
設
促
進
等

一
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

一　経
済
、
文
化
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い

て
そ
の
根
幹
を
な
す
も
の
は
交
通
機

　

誘
驕
雑
監
筋
舞
噸
脚

一
路
に
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
続
き
地
域

経
済
格
差
是
正
に
大
き
い
役
割
を
果

た
す
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

紺
綬
褒
章
を
賜
わ
る

　
　
　
　
　
関
ロ
、
滝
沢
、
保
坂
さ
ん

一
物
株
式
会
社
盆
保
坂
隆
喜
ん
の

＝
二
人
で
、
い
す
れ
も
十
日
町
小
学
校

【
建
築
資
金
と
し
て
多
額
の
寄
付
を
な

一
さ
い
ま
し
た
。
紺
綬
褒
章
は
公
益
の

奮
私
蓼
寄
付
し
招
薯
奮

皿
の
に
賜
わ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一
市
会
詫
員

一
　
桑
原
武
志
氏
逝
去

　
市
内
吉
田
名
ヵ
山
出
身
の
市
会
議

員
桑
原
武
志
氏
は
五
月
七
日
午
前
八

時
胃
病
の
た
め
十
日
町
病
院
で
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
六
十
才
。

　
十
日
町
市
の
織
物
三
社
の
会
長
三

氏
が
こ
の
ほ
ど
国
か
ら
細
綬
褒
童
を

贈
ら
れ
ま
し
た
、

　
関
芳
織
物
株
式
会
社
取
締
役
会
長

一
関
口
芳
平
さ
ん
、
滝
文
織
物
工
業
株

『
式
会
社
会
長
滝
沢
文
六
さ
ん
、
睦
織

｝
払
い
た
し
そ
の
と
き
⑳
受
領
証
（
明

璽
あ
き
ら
か
の
も
の
）
と
覆
医

一
険
の
同
意
書
が
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
よ
り

、
患
者
さ
ん
に
渡
さ
れ
ま
す
の
で
そ
の
、

｝㎜
二
つ
の
書
．
類
を
阜
急
に
市
の
保
険
課

．
へ
堤
出
下
さ
い
。
後
目
審
査
決
定
の

い
上
保
険
で
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に

…
つ
い
て
半
額
を
支
給
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
腫
『
獅
e
“
“
し
◎
鮎

患
者
が
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
に
全
額
支

未
納
の
方
は
お
早
目
に

方しマ
はたに
明が
日おそ
と忘才
いれそ
わに才
すな佳
につ存
納てq入おし
しら1てれヒ
下るを

　
　
　
　
　
　
　
国
保
料

　
ご
承
知
の
昭
和
三
十
六
年
度
総
し

め
く
＼
り
の
日
（
会
計
閉
さ
期
）
五

月
三
十
日
が
十
数
日
後
に
迫
り
ま
し

た
。
市
税
及
び
国
民
健
康
保
険
料
に

つ
い
て
未
納
の
あ
る
方
に
対
し
ま
し

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
催
告
申
し
上
げ
ま

し
た
が
お
忘
れ
に
な
っ
て
お
ら
れ
る

　桑

原
氏
は
、
旧
吉
田
村
で
長
ら
く

学
校
教
員
と
し
て
教
鞭
を
と
り
退
職

後
昭
和
三
十
四
年
三
月
、
市
議
会
議

員
に
当
選
、
現
在
ま
で
総
務
財
政
委

員
、
監
査
委
員
と
し
て
市
政
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　
　
三
十
日
ま
で

さ
い
。
昭
和
三
十
六
年
度
の
会
計
閉

さ
期
こ
そ
市
民
皆
さ
ま
の
絶
大
な
る

ご
理
解
の
も
と
に
滞
納
の
な
い
年
度

一
と
し
て
終
了
い
た
し
た
く
存
じ
ま
す

の
で
五
月
三
十
日
ま
で
に
ぜ
ひ
と

も
市
役
所
会
計
課
叉
は
出
張
所
の
窓

万
覆
納
入
下
さ
る
よ
う
饒
の

冨
力
議
い
致
し
蓬
一
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ヨ
雛
『
『
D
ざ
■
覧
醒
彊
『
塵
■
■
唖
騒
唾
竈
亀
－
蓼
』
婁
■
■
騨
甲

看
聖
亀
亀
－
亀
亀
亀
職
垂
璽
題
睦
篭
亀
暑
聖
3
毫
－
亀
題
騒
己
輩
■
峯
毒
裟
竃
㌻
、
「
・
窒
　
聖
藍
－
』
留
儲
奪
書
9
監
皇
；
．
亀
§
巴
匙
嗣
畳
藍
…
謄
起
塗
撃
§
陰
聰
当
諺
』
■
肇
の
ー
し

熱心な話し合い
　一市政懇談会一

市
長
を
は
じ

め
、
各
課
長
を

囲
ん
で
話
し
合

う
市
政
懇
談
会

は
こ
と
し
は
去

月
＋
六
日
、
吉

田
地
区
を
皮
切

り
に
六
箇
な
ど

で
開
か
れ
ま
し

た
。
ご
承
知
の

と
お
り
こ
の
会

は
臼
ご
ろ
お
忙

し
い
市
民
の
皆

さ
ん
が
直
接
市

役
所
を
訪
れ
て
ご
柑
談
な
さ
る
機
会

を
そ
れ
ぐ
の
現
地
で
つ
く
り
、
市

政
を
も
っ
と
知
っ

て
い
た
だ
こ
う
と

い
う
こ
と
か
ら
一

昨
年
か
ら
続
け
ら

れ
て
い
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
今
回

も
各
会
場
と
も
直

接
地
域
に
関
係
の

あ
る
道
路
改
修
や

農
道
問
題
な
ど
多

く
取
り
上
げ
ら
れ

要
望
事
項
も
非
常

に
多
く
出
さ
れ
ま

し
た
。
尚
懇
談
会

の
席
上
、
村
山
市

長
は
大
局
的
見
地

か
ら
十
日
町
市
の
今
後
の
発
展
策
に

つ
い
て
交
通
の
整
備
と
行
政
規
膜
の

拡
大
を
強
調
し
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ

ま
し
た
。

　
十
日
町
市
は
今
回
水
沢
と
合
併
し

地
域
も
拡
大
さ
れ
た
が
全
国
的
に
み

れ
ば
ま
だ
ぐ
一
人
前
の
市
で
は
な

い
。
行
政
規
模
が
小
さ
い
と
県
や
国

に
行
っ
て
も
発
雷
が
弱
く
な
る
。
十

日
町
市
の
弱
点
は
何
ん
と
い
っ
て
も

第
一
に
半
年
．
雪
の
中
に
あ
る
こ
と
。

第
二
に
交
通
が
不
便
だ
と
い
う
こ
と

だ
。
新
潟
市
で
は
現
在
、
東
北
電
力

の
発
電
所
が
建
設
中
で
出
力
七
五
万

キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
一
大
火
力
発
、
電
所
が

生
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
乙
れ
は
天

然
ガ
ス
の
で
る
港
を
持
っ
て
い
る
よ

う
な
こ
と
で
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
将
来
百

万
都
市
と
し
て
自
治
省
の
地
方
開
発

基
幹
都
市
の
候
補
指
定
に
な
っ
て
い

る
。
長
岡
で
は
五
十
万
都
市
、
直
江

津
は
三
十
万
都
市
で
然
り
。
十
日
町

市
は
ど
う
か
と
い
う
と
ど
の
地
区
に

も
入
ら
な
い
。
こ
れ
で
は
遅
れ
を
と

る
ぱ
か
り
。
そ
こ
で
市
の
人
口
を
増

や
し
行
政
規
模
を
も
っ
と
拡
大
し
、

変
通
事
情
を
よ
く
し
な
け
れ
ば
発
展

は
望
め
な
い
℃

【
写
真
は
吉
田
小
学
校
の
会

場
で
説
明
す
る
村
山
市
長
】

8
＝
一
＝
3
3
3
・
＝
一
3
曹
・
8
竃
監
3
＝
言
一
．
＝
一
＝
一
＝
8
．
3
旨
一
■
．
2
3
3
一
一
一
豊
・
一
5
3
3
塁
．
雷
3
8
呂
．
豊
毯
．
一
．
8
8
．
一
塁
旨
脚
3
8
器
・
B
冒
8
・
・
8
．
嚇
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爾
、
募
集
人
員

二
、
受
験
資
格

　
　
1
年
令

　
　
2
学
力

3
身
体

4
住
所

三
、
試
験
日
時

四
、
賦
験
場
所

五
、
受
付
期
間

六
．
試
験
科
目

七
、
受
験
手
続

八
、

九
、

十
、◎

消
防
士
　
三
名

安
定
所
に
あ
り
ま
す
）

び
学
業
成
績
証
明
書
を
そ
え
て
十
日
町
職
業
安

定
所
へ
申
込
ん
で
下
さ
い

採
用
時
期
　
昭
和
三
十
七
年
六
月
一
日
の
予
定

給
与
月
収
お
お
む
ね
九
、
五
〇
〇
円

（
税
込
）
の
ほ
か
制
服
類
が
麦
給
さ
れ
る

予
め
受
験
者
身
体
検
査
証
を
お
渡
し
い
た
し
ま

す
か
ら
早
目
に
十
日
町
病
院
に
於
て
検
査
を
受

け
受
験
当
日
持
参
し
て
下
さ
い
。

不
明
の
点
は
安
定
所
へ
お
間
合
せ
下
さ
い
。

満
十
八
歳
以
上
満
二
十
五
歳
未
満

高
校
卒
以
上
又
は
同
等
程
度
の
学

力
を
有
す
る
者

身
長
一
、
五
八
層
以
上
、
胸
囲
は

身
長
の
二
分
の
一
以
上
、
体
重
五

〇
㌔
㌘
以
上
、
視
力
0
・
六
以
上

で
色
盲
で
な
い
者

任
用
後
は
本
市
内
に
居
住
で
き
る

者昭
和
37
年
5
月
乃
日
（
金
）
午
前
九

時
筆
記
試
験
、
午
後
一
時
面
接

織
物
会
舘
第
一
会
議
室
（
二
階
）

自
．
五
月
十
四
日
至
五
月
二
十
三
日

国
語
、
数
学
、
社
会
常
識

希
望
者
は
申
込
書
（
十
日
町
職
業

　
　
　
　
に
履
歴
書
身
上
調
書
及
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昌
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β
…
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三
・
…
亀
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7
9
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嶋
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一
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5
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…
7
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震
繁
期
に
は
正
規
の
お
酒
で

四
月
一
日
か
ら
お
酒
の
税
金
が
引
下
げ
に
な

り
ま
し
た
。

例
え
ば
清
酒
二
級
一
・
八
膨
（
一
升
）
で
五
〇

円
安
く
な
り
ま
し
た
．
こ
れ
か
ら
は
不
潔
な

ど
ぶ
ろ
く
な
ど
は
や
め
て
酒
屋
の
酒
で
一
日

の
疲
れ
を
直
し
ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
税
務
署
）

…
…
…
≡
…
一
…
顧
…
…
…
…
－
…
”
一
…
…
…
…
…
一
…
…
…
…
一
…
一
一
…
…
…
≡
一
…
一
…
…
一
§
豪

渦
…
…
…
…
≡
≡
一
…
≡
一
≡
≡
一
…
≡
一
…
§
…
≡
…
＝
≡
ロ
…
…
…
…
≡
…
＝
纈
一
署
≡
…
≡
…
一
…
四
＝
目
≡
…
≡
浦

入
場
券
の
半
券
は
受
取
り
ま

し
よ
軸
つ

映
画
な
ど
を
．
こ
覧
に
な
る
と
き
は
入
場
券
の

半
券
を
受
取
る
こ
と
に
よ
つ
て
あ
な
た
が
負

担
さ
れ
た
税
金
が
確
実
に
国
へ
納
付
さ
れ
ま

す
．
　
　
　
　
　
　
　
（
税
務
署
）
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結
核
予
防
に
早
期
診
断

　
　
　
　
　
　
　
］
家
揃
っ
て
安
心
し
て
働
こ
う

　
毎
年
結
核
健
康
診
断
（
レ
ン
ト
ゲ
あ
り
ま
す
。
結
核
は
ご
承
知
の
よ
う

ン
検
杳
）
を
受
け
る
、
異
常
が
な
い
に
伝
染
病
で
自
分
だ
け
で
な
く
家
族

も
う
結
核
は
大
丈
夫
だ
、
め
ん
ど
う
叉
は
社
会
に
迷
惑
を
か
け
る
病
気
で

な
事
は
や
め
て
お
こ
う
な
ど
と
い
う
す
。
結
核
患
者
の
初
期
は
自
分
の
病

考
え
を
お
こ
さ
す
必
す
レ
ン
ト
ゲ
ン
気
に
気
づ
か
す
働
い
て
い
ま
す
。

検
査
を
受
け
ま
し
よ
う
。
見
か
け
の
　
早
く
み
つ
け
れ
ば
必
ず
治

健
康
は
あ
て
に
な
り
ま
せ
ん
、
あ
の
　
　
り
ま
す

人
が
と
思
わ
れ
る
立
、
派
な
体
格
の
人
一
　
医
学
が
進
ん
で
結
核
は
早
く
発
見

，
一
も
結
核
に
か
か
っ
て
い
る
こ
キ
、
が
．
し
、
早
く
治
療
す
る
こ
と
に
よ
り
短

関口、渡辺さんを表彰

工業統計調査に功労一

一い日
数
と
安
い
経
費
で
必
す
完
全
に

治
り
ま
す
。

　
　
次
回
で
は
お
そ
す
ぎ
ま
す

　
不
幸
を
招
い
て
な
げ
く
前
に
私
達

は
お
互
に
進
ん
で
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反

ぶ
　
び
レ
ン
ト
ゲ
ン
　
を
を
　
け
そ

『
し
て
謬
る
こ
と
霧
呈
し
ま
し

選
．
＋
日
町
璃
に
葎
す
薯

［
は
＋
晶
震
の
定
め
窺
紙
輿

一一

通
知
書
及
び
回
章
で
お
知
ら
せ
し
た

一一
期
日
、
場
所
で
必
す
ソ
ベ
ル
ク
リ
ン

　
ぶ
　
び
レ
ン
ト
ゲ
ン
　
　
を
　
け

落
れ
催
り
ま
せ
ん
．
特
に
婦
人

の
方
は
ボ
タ
ン
、
ホ
ッ
ク
の
な
い
薄

い
下
着
な
ら
そ
の
ま
ま
レ
ン
ト
ゲ
ン

　
市
で
は
工
業
統
計
調
査
実
施
五
十

周
年
に
当
り
、
永
年
同
調
査
員
に
従

事
し
功
労
の
あ
っ
た
市
内
本
町
五
、

関
口
美
影
さ
ん
、
稲
荷
町
三
、
渡
辺

留
吉
さ
ん
の
二
人
に
記
念
品
と
表
彰

状
を
贈
り
、
去
る
四
月
二
十
一
日
そ

れ
ぞ
れ
伝
達
い
た
し
ま
し
た
。

【
写
真
は
市
長
か
ら
伝
達
を

う
け
る
関
ロ
さ
ん
と
渡
辺
さ

ん
】

撮
影
が
で
き
ま
す
。

　
昭
和
三
十
七
年
度
定
期
結
核
健
康

診
断
の
実
施
予
定
日

0
実
施
予
定
日
程
　
　
　
　
　
　
　
、

▽
吉
町
地
区
里
奨
月
四
日
㌧

六
月
十
三
日
▽
島
、
高
田
町
南
三
、
『

蕾
町
四
・
新
座
芙
苗
畿
L

六
月
二
十
五
日
～
六
月
二
十
九
日
▽
㎜

十
日
町
地
区
山
地
汀
七
月
三
日
～
七
一

月
六
日
▽
中
条
地
区
醍
九
月
三
日
～
｝

九
月
十
三
日
▽
六
箇
地
区
μ
九
月
十
㎜

｝
七
日
～
九
月
二
十
日
▽
吉
田
地
区
鯉

｝
六
月
十
二
日
～
六
月
二
十
二
日
▽
樽

沢
石
七
月
十
八
日
～
七
月
二
十
日
▽

下
条
地
区
”
七
月
二
十
　
日
～
七
月

三
十
日
▽
川
治
地
区
旺
七
月
九
日
～

七
月
十
八
日
（
水
沢
地
区
は
六
月
及

び
九
月
に
実
施
予
定
）

②
実
施
饗
領

各
人
に
個
人
票
を
配
布
（
通
知
洩
者

が
あ
り
ま
し
た
ら
実
施
場
に
甲
し
出

下
さ
い
）

も
れ
な
く
申
告
を

　
　
　
　
　
軽
自
動
車
税
（
原
動
付

　
　
　
　
　
自
転
車
、
耕
転
機
）

　
原
動
機
付
自
転
車
、
耕
私
機
に
お

い
て
は
、
年
汝
増
加
の
｝
途
を
た
ど

っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
比
例
し

て
変
史
、
廃
車
等
も
一
段
と
多
く
な

っ
て
来
て
お
り
ま
す
。
車
を
お
持
ち

の
方
は
、
軽
自
動
車
税
の
課
税
時
期

で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
事
由

（
新
調
、
変
更
、
廃
車
）
が
生
じ
た
”

場
合
は
、
税
務
課
宛
申
告
下
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
こ
の
．

申
告
を
怠
っ
た
り
．
虚
偽
の
串
告
を
し
甲

た
場
合
は
、
地
方
税
法
第
四
四
八
条

『
の
で
、
も
れ
な
く
印
告
下
さ
い
。

尚
、
申
告
書
は
、
税
務
課
、
又
は
甫

内
各
業
者
の
所
に
備
え
つ
け
て
あ
り

ま
す
。

一
、
新
規
に
車
を
取
得
し
た
場
合
、

新
調
申
告
書
の
記
載
欄
に
所
要
事
項

を
記
載
捺
印
し
、
十
五
日
以
内
に
申

告
し
て
下
さ
い
。
（
特
に
買
入
先
の

『
住
所
及
び
氏
名
、
捺
印
を
必
要
と
し

｝
ま
す
）

三
、
車
を
．
廃
車
し
た
場
合
、
廃
畠

喜
の
記
藩
に
所
峯
蓼
難

｝
捺
印
し
、
標
識
及
び
標
識
変
付
証
明
－

『
書
を
持
参
の
上
、
申
告
し
て
下
さ
い
．

奪
に
壁
先
の
住
所
及
罠
名
・

捺
印
を
必
要
と
し
ま
す
）

三
、
変
更
申
告
の
場
合
、
次
の
場
合

変
更
申
告
書
の
記
載
欄
に
所
要
事
項

を
記
載
し
、
捺
印
の
上
申
告
し
て
下

さ
い
。
①
名
儀
変
更
の
場
合
、
旧
所

有
者
は
、
標
識
変
付
証
明
書
を
返
納

の
上
、
旧
所
膏
者
及
び
新
所
有
者
の

住
所
氏
名
を
記
載
捺
印
の
上
、
連
名

で
申
告
し
て
下
さ
い
②
車
体
変
更
の

　
　
　
　
．
鵠
話
｝
誕
■
暗
諸
～
認
諸
”
1
．
4
“
羅
紹
暮
”
諾
o
諸
器
”
認
o
門
召
、

”
只
今
交
通
安
全
運
動
実
施
中
”

　
　
　
　
　
　
　
正
し
い
歩
行
、
正
し
い
運
転

　
春
の
変
通
安
全
蓮
動
が
去
る
十
一

日
か
ら
二
十
日
ま
で
全
国
一
せ
い
に

，
行
わ
れ
て
翁
り
ま
す
が
、
十
日
町
警

察
署
並
び
に
十
日
町
地
区
交
通
安
全

協
会
で
は
初
日
の
十
一
日
ジ
ー
プ
と

バ
ス
で
管
内
を
一
周
、
道
ゆ
く
人
達

に
安
全
通
行
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

今
回
の
運
動
方
針
は

①
歩
行
者
の
安
全
の
確
保

②
正
し
い
運
転
を
寄
る

①
雇
用
者
な
ど
の
義
務
観
念
の
向
上

申
請
は
二
十
日
ま
で

　
　
　
　
　
中
小
企
業
振
興
資
金
貸
付
金

－
四
究
条
及
び
纂
例
第
七
六
蓄
り
で
す
・

．
条
に
よ
り
、
三
万
円
以
下
の
過
料
を
一

科
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
同
時
に
一

課
税
に
お
い
て
も
、
い
ろ
い
ろ
と
不
㎜

利
な
点
を
生
じ
る
結
果
に
な
り
ま
す
一

ヒ
レ
レ
E
レ
レ
レ
レ
レ
…
レ
レ
レ
レ
』
垂
レ
レ
）
…
レ
レ
■
，
レ
レ
レ
ヒ
p
レ

i
（
（
6
『
ヨ
（
q
（
§
q
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
璽
鴫
」
ヨ
『
（

　
　
乳
牛
，

①
乾
乳
期
の
飼
養
管
理
を
充

分
に

　
三
十
六
年
度
の
、
病
傷
事
故
発
生
を

分
折
し
て
見
る
と
、
産
後
一
ヵ
月
間

に
特
に
病
気
が
多
発
し
て
い
る
乙
と

が
わ
か
っ
t
。
こ
の
こ
と
ま
、
分
挽

後
一
ヵ
丹
の
期
間
は
A
分
娩
B
産
．
褥

C
初
乳
期
D
乳
量
が
増
加
す
る
等
の

困
難
な
癖
項
が
重
な
る
時
廼
あ
り
、

又
技
術
的
に
欠
陥
が
あ
る
と
大
き
く

影
響
し
て
発
病
と
な
る
時
で
あ
り
ま

す
。
で
す
か
ら
分
娩
後
一
ヵ
月
間
の

負
担
を
軽
く
し
て
や
る
に
は
、
分
娩

前
、
即
ち
乾
乳
期
に
充
分
な
栄
養
の

貯
積
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
わ
け
で

す
。
産
後
に
見
ら
れ
る
食
欲
不
振
、

胃
腸
疾
患
、
ケ
ト
ー
ジ
ス
等
は
乾
璃

期
飼
養
の
良
否
が
原
因
と
な
っ
て
い

る
場
合
が
多
い
と
喜
え
る
。

　
と
も
す
る
と
妊
娠
末
期
は
胎
児
の

関
、
謙
や
、
運
動
小
足

振
の
場
舎
が
多
い
の
で
、
減
食
す
る

の
が
普
通
と
考
え
る
人
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
間
違
い
、
で
あ
っ
て
養
分

総
量
で
は
増
飼
（
ま
し
が
い
）
す
る

こ
と
が
必
要
で
、
分
娩
前
の
肉
は
肥

え
て
見
え
る
位
に
し
て
お
く
の
が
良

い
と
思
い
ま
す
。
だ
い
た
い
次
の
よ

う
な
標
準
で
飼
料
設
計
を
さ
れ
る
と

良
い
。

維
持
飼
料
十
産
乳
飼
料
一
五
計
響
に

相
当
す
る
飼
料
（
妊
娠
七
ヵ
月
以
降

の
妊
娠
飼
料
）
十
ミ
ネ
ラ
ル
、
灰
分

ビ
タ
ミ
ン
の
三
割
増
し
。

②
何
ん
で
毫
な
い
初
歩
的
な

管
理
に
注
意
し
よ
う
。

　
牛
乳
の
管
理
の
外
観
上
の
良
否
は

畜
主
の
畜
舎
内
に
入
’
、
て
い
る
時
間

と
、
殊
に
さ
わ
っ
て
い
る
時
間
に
よ

っ
て
決
ま
る
と
言
っ
て
も
よ
い
と
願

い
3
ヨ
　
探
の
こ
と
に
再
び
注
意
す

の
た
め
食
欲
不
る
こ
と
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
1　
、
畜
舎
床
は
常
に
清
潔
．
で
あ
る
こ

　
と
（
乳
房
炎
等
を
防
ぐ
）

　
て
お
く
こ
と
（
関
節
炎
挫
傷
を
防

ぐ
）

　
を
充
分
に
（
皮
ふ
代
謝
を
良
く
し

2
、
敷
藁
を
充
分
に
且
つ
乾
燥
さ
せ

3
、
皮
ふ
、
皮
毛
は
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

な
効
果
が
期
待
出
来
、
乳
牛
の
耐
用

年
数
を
永
く
し
て
経
済
効
果
を
あ
げ

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

一
一
、
役
牛

　
積
雪
地
で
あ
る
た
め
約
半
年
は
畜

省
内
で
遊
ん
で
い
る
状
態
に
あ
る
。

使
役
用
に
品
種
が
改
良
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
年
間
軍
均
し
て
使
う
こ
と

家
蓄
の
健
康
管
理
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
イ
、
ノ

皮
ふ
病
を
防
ぐ
）

4
、
出
来
る
だ
ぜ
引
き
運
動
叉
は
屋

　
外
に
つ
な
い
で
運
動
器
管
を
鍛
芽
．

　
る
こ
と
（
生
殖
器
を
支
え
る
筋
肉

　
を
強
く
し
脱
膣
．
後
産
停
滞
症
を

防
ぐ
）

　
以
上
の
よ
う
に
、
極
め
て
初
歩
的

な
管
琿
に
注
意
す
る
だ
げ
で
も
充
分

卜

　
昭
和
三
†
七
年
度
中
小
企
業
振
興

資
金
貸
付
金
の
予
備
申
請
は
つ
ぎ
の

｝
、
貸
付
金
額
　
最
低
十
万
円
か
ら

　
三
百
万
円
．

二
、
貸
付
対
象
　
機
械
金
属
工
業
、

　軽

工
業
、
繊
維
工
業
、
農
林
水
産

て
上
手
に
利
用
し
て
下
さ
い
。

1
、
妊
娠
末
期
（
特
に
九
ヵ
月
以
降
）

　
は
使
役
し
な
い
こ
と

2
、
可
能
な
ら
ぱ
分
娩
後
一
ヵ
月
間

　
は
使
役
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

　
（
ど
う
し
て
も
都
合
の
悪
い
場
合

　
は
、
最
低
産
褥
期
間
は
休
養
さ
せ

　
そ
の
後
は
、
軽
く
使
う
こ
と
）

3
、
最
初
に
使
役
す
る
時
は
、
特
に

　
注
意
が
必
要
で
あ
る

　
即
ち
未
だ
朝
夕
の
水
田
中
の
温
度

は
低
い
の
で
、
冷
え
の
た
め
胃
腸
疾

患
や
筋
肉
の
硬
直
を
起
し
た
り
、
激

労
の
た
め
運
動
器
麻
ヒ
等
で
転
倒
、

捻
転
を
起
し
易
く
骨
．
折
、
筋
炎
の
外

科
疾
患
を
誘
発
す
る
場
合
が
多
い
。

で
す
か
ら
序
六
に
使
役
に
慣
れ
さ
せ

な
が
ら
使
う
こ
と
。

4
、
栄
養
は
充
分
に
補
給
し
て
や
る

　
こ
と
が
必
．
要
で
す

　
疲
労
の
た
め
消
化
力
が
減
退
す
る

業
、
鉱
業
。

三
、
償
還
万
法
　
一
年
桝
置
四
年
均

　
等
、
年
賦
償
還
、
無
利
子
。

四
、
申
込
み
〆
切
　
〆
切
は
五
月
二

　
十
日
、
申
込
み
用
紙
は
市
産
業
課

　
叉
は
商
工
会
議
所
地
区
商
工
会
。

場
合
が
多
い
の
で
、
濃
厚
飼
料
を
普
．

通
よ
り
多
く
与
え
る
こ
と
。
又
代
謝
．

が
激
し
い
の
で
、
水
分
の
給
与
も
充

分
に
す
る
こ
と
。

5
、
労
働
が
終
っ
た
ら
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
を
充
分
に
し
て
、
疲
労
を
軽
く
し

て
や
る
。

三
、
豚

　
寒
冷
、
酷
暑
に
弱
い
豚
も
今
の
季

候
は
最
も
快
適
な
季
候
と
言
え
ま
す

が
、
日
中
気
温
も
二
十
二
度
か
ら
二

十
五
度
と
上
昇
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
畜
舎
内
の
糞
尿
の
処
理
、

敷
藁
の
乾
燥
．
．
通
風
換
気
等
を
充
分

に
し
な
い
と
、
畜
舎
内
に
発
生
す
る

ガ
ス
類
（
メ
タ
ン
、
ア
ン
モ
ニ
ア
、

炭
，
酸
）
高
温
、
高
湿
度
の
た
め
熱
射

病
等
の
代
謝
病
、
悪
性
下
痢
等
の
細
．

菌
性
疾
患
、
皮
ふ
病
等
が
発
生
す
る

こ
と
が
多
く
な
っ
て
来
ま
す
の
で
、

管
理
は
充
分
に
す
る
こ
と
。

④
交
通
環
境
の
整
備

⑤
踏
み
切
り
の
安
全
通
行
の
徹
底

　
新
潟
県
で
は
「
正
し
い
歩
行
」

「
正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方
」
を
重

点
に
指
導
し
て
お
り
ま
す
。
県
下
で

璽
9
7
ム
帖
旺
き
価
㍉
．
．
麗
ー
’
』
㌧

は
4
体
に
負
担
が
懸
る
こ
と
に
は
な

ち
な
い
で
、
半
年
遊
ぱ
せ
て
半
年
激

勢
さ
セ
る
こ
と
の
方
に
問
顯
が
あ
る

と
言
え
ま
す
。
乙
の
使
役
の
変
化
が

府
傷
事
故
発
生
の
原
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。
い
よ
く
畜
力
を
躍
大
限
に

必
要
と
す
る
農
繁
期
と
な
っ
て
き
ま

し
た
の
で
、
次
の
こ
と
に
注
意
さ
れ

水沢の標識を一斉交換

原動機付自転車

水
沢
地
区

で
使
用
し
て

い
る
、
旧
来

の
水
沢
村
の

原
動
機
付
自

転
者
（
一
二

五
c
c
以
下

の
バ
イ
ク
）

標
識
は
無
効

に
な
り
ま
す

の
で
、
市
の

標
識
に
す
る

た
め
一
斉
糞

換
を
次
の
日

程
で
行
い
ま
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

㎜
火
災
に
注
意
㎜

五
月
二
十
一
日
（
月
）
、
午
前
九
時

三
十
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で
。

該
当
地
区
旺
水
沢
、
馬
場
、
太
田

島
、
土
市
、
新
宮
．

五
月
二
十
二
日
（
火
）
、
午
前
九
時

三
十
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で
。

、
該
当
地
区
四
そ
れ
以
外
の
地
区
。

交
換
場
所
巨
水
沢
出
張
所
。

す
。
当
日
は
原
動
機
付
自
転
車
は
と

㎜
り
は
す
さ
す
に
そ
の
ま
ま
運
行
し
て
．

来
て
下
さ
い
。
尚
、
当
日
止
む
を
得
…

す
交
換
出
来
な
い
方
は
、
必
す
五
月
．

三
十
一
日
迄
に
税
務
課
ま
で
来
て
交

換
し
て
下
さ
い
。

砺
台
、
総
排
気
量
が
異
な
眞
。
は
h

鐸
鞭
耀
黙

一
識
紛
失
の
場
合
、
標
識
弁
償
金
二
〇

吾
と
難
董
響
を
蓼
の

一
上
、
串
告
し
て
下
さ
い
。
　
（
但
し
耕

雇
に
つ
い
て
は
、
市
で
は
登
録
証

『
の
み
変
付
し
、
標
識
に
つ
い
て
は
県

一
の
陸
運
事
務
所
で
交
付
致
し
ま
す
）

　
あ
け
　
り
に
り
　
ぼ
リ
ド
ぽ
り

『
は
歩
行
者
の
道
路
横
断
方
法
が
悪
い

…
た
め
事
故
が
起
き
た
ケ
ー
ス
が
多
い

『
た
め
で
す
．

㎝
　
激
増
す
る
自
動
車
の
ラ
ッ
シ
ュ
に

…
道
路
改
良
整
備
が
併
行
し
な
い
な
ど

㎜
関
接
原
因
も
あ
り
ま
す
が
鬼
に
角
、

お
互
い
皆
ん
な
で
変
通
の
安
全
の
確

一
保
に
努
力
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

ん

身
体
障
害
者
の
補

装
具
修
理

　
身
体
障
害
者
の
補
装
具
の
修
理
は

十
八
日
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま

で
実
施
し
ま
す
。
修
理
希
望
者
は
前

も
っ
て
市
社
会
福
祉
事
務
所
に
申
し

出
て
下
さ
い
。
な
お
当
日
受
付
け
も

い
た
し
ま
す
が
印
鑑
を
必
す
ご
持
参

下
さ
い
。

成
人
お
め
で
と
う

　
　
　
本
年
度
の
成
人
九
八
三
名

大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
と
し
の

成
人
者
は
男
女
合
わ
せ
て
九
百
八
十

三
名
で
昨
年
の
八
百
十
六
名
に
比
べ

て
約
二
百
名
も
多
く
、
こ
の
た
め
会

場
は
入
口
ま
で
ぎ
っ
し
り
埋
り
ま
し

た
。
当
日
は
受
付
で
記
念
ア
ル
バ
ム

を
も
ら
い
村
山
十
日
町
市
長
、
樋
口

市
議
会
議
長
ら
の
祝
辞
の
あ
と
生
活

記
録
作
文
の
入
選
発
表
と
表
彰
が
行

去
翻
響
敏
遜
わ
れ
午
後
か
ら
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
，

で
意
義
あ
る
一
日
を
過
し
ま
し
た
。

尚
成
人
記
念
作
文
の
各
賞
入
選
者
は
．

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

▽
市
長
賞
一
席
佐
六
木
次
男

　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
田
町
四
）

　
同
二
席
上
村
キ
イ
（
北
新
田
）
．

▽
議
長
賞
｝
席
　
高
橋
一
枝
（
高
山
）

　
同
二
席
　
小
海
輝
栄
（
名
ヵ
山
）

▽
教
委
長
賞
横
尾
正
義
（
川
原
町
）

　
同
二
席
村
山
真
（
土
市
）

　
　
自
つ
貧

　
　
　
　
◎幕

　
地
域
な
ら
び
に
生
徒
の
実
態
調
査

の
結
果
に
も
と
づ
き
、
昭
和
三
十
年

度
よ
り
「
自
主
的
学
習
態
度
の
養

成
」
噛
教
育
目
標
と
し
て
努
力
を
つ

み
か
さ
ね
て
き
ま
し
た
。
一
人
一
人

の
生
徒
が
、
自
分
の
力
を
知
っ
て
そ

れ
に
も
と
づ
い
て
学
習
が
進
め
ら
れ

自
分
の
不
足
し
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
自
主
的
に
計
画
を
立
て
て
勉
強
し

練
習
し
て
、
自
分
で
自
分
の
力
を
伸

ぱ
し
て
い
く
こ
と
の
励
み
の
中
に
、

’鼻一い”

ゆ

逡
・

標
を
も
ち
計
画
を
立
て
て
実
施
で
き

る
よ
う
指
導
助
言
を
し
て
き
ま
し

た
。
例
え
ぱ
、
特
別
教
育
活
動
で
は

生
徒
会
活
動
、
ク
ラ
ブ
活
動
、
単
級

活
動
に
分
れ
て
お
り
ま
す
が
、
す
べ

て
生
徒
に
よ
っ
て
自
主
的
に
運
営
さ

れ
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
生
徒
の
も
の
の
見
方
、

考
え
万
が
深
ま
り
拡
が
り
、
好
ま
し

い
人
間
関
係
が
青
て
ら
れ
た
り
、
社

会
性
が
養
わ
れ
た
り
、
責
任
感
が
強

ま
り
個
性
が
伸
び
た
り
、
強
い
意
志

が
養
わ
れ
た
り
、
余
暇
の
過
し
方
が

う
ま
く
な
っ
た
、
り
し
て
い
く
わ
け
で

す
。
こ
れ
ら
の
特
性
を
ど
う
身
に
つ

け
さ
せ
る
か
に
つ
い
て
の
研
究
を
深

め
実
践
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の

一
つ
一
つ
に
つ
い
て
詳
細
に
の
べ
る

楽
し
み
を
見
出
し
て
い
く
学
習
こ

そ
、
本
当
に
身
に
つ
く
も
の
だ
と
考

え
て
き
ま
し
た
。

　
　
こ
の
よ
う
に
、
自
分
で
進
ん
で
学

習
し
よ
う
と
す
る
意
欲
に
も
え
た
生

徒
に
す
る
に
は
ど
う
指
導
す
れ
ぱ
よ

い
か
に
つ
い
て
、
｝
丸
と
な
り
協
力

し
な
が
ら
精
進
し
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
毎
年
、
各
教
科
で
そ
の
鉦
の
努

力
点
を
定
め
、
一
銃
間
の
指
導
の
結

果
、
ど
の
点
に
進
歩
が
み
ら
れ
、
ど

ん
な
点
が
間
題
と
し
て
残
り
、
そ
れ

・
を
ど
う
解
決
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う

一
こ
と
に
つ
い
て
毎
年
そ
の
結
果
を
研

究
紀
要
に
霜
さ
め
て
き
ま
し
た
。

　
な
お
中
学
校
は
、
教
科
の
学
習
の

ほ
か
に
、
道
徳
、
特
別
教
育
活
動
、

学
校
行
事
な
ど
の
大
切
な
教
育
活
動

の
場
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
場

に
お
い
て
も
、
銚
徒
が
自
主
的
に
目

意気発刺と伸びゆく緑の学園

　　十日町中学校

猶
予
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
生
徒
会
に

つ
い
て
は
、
過
去
五
ヵ
年
間
の
あ
と

を
「
生
徒
会
の
歩
み
」
に
、
ま
た
毎

年
編
纂
さ
れ
て
い
る
「
十
中
生
徒
会

誌
」
を
、
ク
ラ
ブ
活
動
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
も
昨
年
で
四
回
に
な
り
ま

す
が
「
ク
ラ
ブ
研
究
集
録
」
に
、
ま

た
単
級
活
動
に
つ
い
て
は
「
生
活
指

導
ノ
ー
ト
」
と
い
う
研
究
物
が
そ
れ

ぞ
れ
ま
と
め
ら
れ
て
あ
り
ま
す
D
で

こ
れ
を
ご
ら
ん
下
さ
れ
ば
、
私
た
ち

が
何
を
考
え
何
を
や
っ
て
き
た
か
そ

し
て
問
題
は
何
か
と
い
う
こ
と
が
御

理
解
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
“

　
同
様
に
道
徳
も
学
馨
亭
も
卓
悪

き
る
だ
け
生
徒
自
身
の
手
で
運
営
さ

れ
る
事
に
よ
っ
て
、
生
徒
の
自
主
性

を
高
め
、
生
徒
の
人
間
つ
く
凱
の
大

切
な
場
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
す
。

◎
P
T
A
活
動
に
つ
い
て

　
大
別
し
て
全
校
委
員
会
（
学
級
二

名
づ
つ
選
出
さ
れ
た
四
十
六
名
か
ら

構
成
）
と
い
う
決
議
機
関
と
運
営
委

員
会
（
役
員
及
び
全
校
代
表
二
名
の

計
十
名
で
構
成
）
と
い
う
執
行
機
関

が
あ
り
ま
す
。
全
校
委
員
会
は
更
に

教
育
研
究
委
昌
会
、
教
養
委
員
会
、

厚
生
委
員
会
、
職
業
指
導
委
員
会
、

校
外
補
導
委
員
会
の
五
つ
の
専
門
委

員
会
に
分
か
れ
ま
す
。
全
校
委
員
会

は
そ
の
い
づ
れ
か
に
属
し
て
活
躍
し

て
い
ま
す
。

　
総
会
、
学
期
未
P
T
A
、
全
校
委

員
会
、
各
専
門
委
員
会
、
地
区
P
T

A
、
他
校
訪
問
な
ど
を
與
施
し
問
題

の
解
決
に
協
力
を
願
っ
て
い
ま
す
。

特
に
文
化
祭
の
バ
ザ
ー
は
、
P
T
A

の
名
物
の
一
つ
で
、
委
員
の
物
心
両

面
の
提
供
に
よ
り
、
そ
の
益
金
は
生

徒
全
体
に
役
立
つ
も
の
に
な
る
わ
け

で
す
。
テ
レ
ビ
、
時
計
、
放
送
施
設

晴
幕
装
置
、
ブ
ザ
ー
施
設
、
騰
写
転

転
機
と
な
り
教
育
活
動
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
他
図
書
舘
の
新
築

視
聴
覚
教
材
の
充
実
を
願
い
、
蔵
書

冊
数
約
五
千
を
数
え
、
視
聴
覚
教
材

も
一
通
り
そ
ろ
え
平
素
の
学
習
に
大

い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
学

校
の
各
種
研
究
物
や
ク
ラ
ブ
活
動
の

面
に
も
援
助
を
い
た
だ
き
、
校
外
補

導
に
も
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
お
り

ま
す
。

◎
同
窓
会
の
活
動
に
つ
い
て

　
創
立
日
い
ま
だ
浅
い
中
学
校
で
す

が
、
卒
業
生
約
四
千
人
を
数
え
、
組

織
も
一
新
し
、
今
後
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
昨
年
度
は
、
創
立
十
五

周
年
を
記
念
し
て
、
写
真
に
見
る
よ

う
な
立
流
な
校
門
を
寄
贈
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
．

　
￥
年
雪
の
銀
世
界
、
自
然
の
試
練

耐
え
ぬ
い
て
、
意
気
発
刺
と
萌
え
出

づ
る
、
緑
の
色
の
鮮
か
さ
…
…

本
校
校
歌
の
一
節
で
す
．
半
年
以
上

を
雪
に
耐
え
て
、
し
か
も
意
気
発
刺

と
伸
び
る
緑
の
昔
芽
の
よ
う
に
、
困

灘
に
．
．
あ
づ
で
も
負
け
す
、
く
じ
け

す
、
ひ
ね
惹
れ
す
倉
積
極
的
に
困
難

に
耐
え
拳
お
鋼
・
つ
て
い
ぐ
、
意
気

誌
難
舞
．
学
絞
も
P
T
A

も
同
窓
台
も
ρ
．
ど
も
に
手
．
を
と
り
、

お
蕊
に
巷
隠
の
理
解
の
上
に
立
っ
て

、
環
境
も
生
徒
も
、
名
実
と
も
に
意
気

発
刺
と
し
た
緑
の
学
園
た
ら
し
め
た

い
と
念
題
し
て
い
ま
す
。

147


